
 



第６１回中・四国小学校体育研究大会（鳥取大会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取大会におけるアンケートの記入に御協力いただきまして、ありがとうございました。 

中・四国小学校体育連盟では、皆様からの御意見、御感想を生かし、実際の教育現場に役立

つ研究大会を目指しています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

大会主題について 

○子どもの学び、子ども同士の関わり合いを大切にしながら体育授業を組み立ていくという

意向が伝わった。 

○目指す子ども像について、定義がしっかりなされていてよく分かった。大会主題に沿った授

業、子どもたちの姿を見ることができた。 

○鳥取県全体で大事にしていること、取り組んできたことがよく伝わった。 

公開授業及び提案授業討議について 

 

○  メリハリのある活動に加え、子どもたちが協議しながら課題解決に向かう姿が印象的

だった。 

 

○  運動量が多く、子どもたちが夢中になって動いていた。子どもたちみんなの参加が保証

されていた。 

 

○  運動の特性を生かした簡易化されたゲームで、見ている方も面白く、子どもたちも取り

組みやすい内容だった。子どもの振り返りを活動の始めに紹介する姿などから、研究主題

の「ともに学び」は子どもたちだけでなく、先生もともに学んでいることが伝わった。 

 

○  授業者の思いや意図が感じられたり、オール鳥取で取り組んでいることも反映されたり

して参考になった。授業討議では発言から各県の考え方を知ることができた。 

 

○  「わたしたちの保健」を活用し、目標とする学習内容を子どもたちがしっかりと学ぶ姿

があった。発問・教材の提示・情報提供など子どもの学びの状況に合わせて準備されて

いると感じた。 

 

○  動きを見る視点の絞り方、ねらいへの迫り方など、「わたしたちの体育」の活用、一人一

台端末の活用についても大変参考になった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加人数について 

鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 合計 

147 ７５ ３２ １０ １７ １４ ６ ４８ ９ ３５８ 

※中・四国役員 ５９名 

分科会（県内・県外提案発表）について 

 

○  それぞれの県の取組や考え方を知る機会になり大変有意義な時間になった。自県の研
究だけでなく、他県の研究を知り、広い視野を得ることができた。 
 

○  大会参加者から良い実践や研究が各県に広がり、よりブラッシュアップして大会にもど
ってきていると感じた。大きな研究大会を続ける価値を感じた。県内のみならず、中・四国
で研究を引き継ぎ合うことも必要だと思う。 

 
○  高学年の体つくり運動は、取り組みにくいイメージがあったが、先生方の提案のおかげ
で自分なりのイメージをもつことができた。 
 

○  子どもたちを繋ぐ ICTの活用の仕方が勉強になった。小規模校同士が ICTで繋がる
ことで仲間との関わりが増えると感じた。子どもたちの思考も「友達に勝ちたい」という
思いに加えて「他校の練習を参考にしてみよう」となり、より深い学びになると感じた。 
 

○  コロナ禍で中学年時にマット運動の経験が乏しいとの話があった。だからこそ、高学年
の２年間の技の取り上げ方が重要だと感じた。 
 

○  各県の取組を見聞きして、大変参考になった。個人の研究ではなく、市の３２校みんな
で１つの題材に取り組んでいることは、すばらしいことだと思った。 
 

○  児童の実態に合わせて、技能習得を目指す実践や単元の終着点を考えた実践などそ
れぞれ工夫されており、自分も実践してみたいと思える内容だった。 

 
○  保健の領域では、どちらの発表も学んだことを実生活に生かすための手立てがされて
いて大変参考になった。また、県の実態を踏まえて、県全体共通の取組として実践されて
いたことも参考になった。 

 


